
















　　　お洒落の流儀







　お洒落の基本は古着である。

「うーん……悩ましいですわね」

　ライン三重帝国の手工業は魔法や魔導具の影響により地球の一二世紀から一六世紀頃と比べると秀でてはいるものの、現代工業程ではないため被服はおしなべて高額である。

　貴族が着る絹の装束は勿論、どこの死体から剥いできたんだと店主に聞きたくなる、暗褐色の染みがついた服であっても安価とはいえない。最低でも銀貨が数枚、切り詰めれば人間が何日も生きて行くのに十分なだけの金が飛んでいく。

「こっちは少し大きいけれど、手直しすれば着られるかしら。でも、色味が好みじゃないし……」

　なので服は心得がある家人が作るか、さもなくば古着で賄うのが基本だ。新品の服を仕立てようと思えば反物代や技術料でとんでもない額となるため、大半の平民は自分の結婚式で初めて誰も袖を通していない服を着る機会を得る。

「うーん、でもこれは着られる期間が短いかしら。じきに寒くなるし、もう少し厚手の方がお得かも……」

　そのため帝国には古着屋が多い。街に店を構える半ば質屋のような店もあれば、方々で仕入れた端布はぎれ同然の代物を繕って売り歩く隊商もいる。古着屋がない場所など、荘民同士で服同士を物々交換するしかない小さな田舎荘くらいであろう。

「あんまり掻き回さないでねぇ。どこに何やったか分からなくなるからぁ」

「心得てますわよ、店主様」

　しかし、マルギットが訪れている古着屋を見て現代の人間ならば、ゴミ捨て場との区別が付かなかったろう。

　適当な木箱に古着が大量にぶち込まれており、男物か女物、上衣か脚絆かくらいは仕分けてあるが、あまりに雑多で区別などされていないに等しい。店主には何処に何をしまっているか分かるだろうが、客は微妙にカビ臭い服の山に頭を突っ込んで、掘り出し物に当たるのを祈って手を動かすしかない有様であった。

　されどマルギットは特に文句も言わず違和感も覚えない。古着屋であっても一々ハンガーに掛けて展示し、目玉はマネキンに着させて店先に並べる現代が異様なのだ。

　ケーニヒスシュトゥールでは良家といえるお嬢様のマルギットでも、こういった混沌とした古着屋には何の抵抗もなかった。

「でもぉ、蜘蛛人アラクネが服を買っていくのは何だか不思議な光景ねぇ」

　大量の服に染み付いた形容しがたい臭いが立ちこめる店の中、奥に座って繕い物をする店主に狩人は溜息を吐いてみせた。

「幾らでも糸を出せる貴女方とは体の構造が違うんですのよ。私達が紡ぐ糸の量で反物を仕立てようと思えば、生涯掛けても三着か四着が限界ですわね」

「同じ八脚でも、大分違うのねぇ」

　店主は蜘蛛人であった。それもマルギットとは違う女郎蜘蛛種の蜘蛛人だ。細長い黄色と黒で斑に染まった甲殻を持ち、造網性、すなわち営巣する蜘蛛人であり南内海から伝播してきた種だった。

　大量の糸を吐き出し営巣する技術が製糸に繋がり、そこから布を織るようになった彼女達は繊維業のために生まれてきたような種族だ。機はたを織って布を作り、出した糸で繕い物を生業とする者が多く、帝国でもその例外に漏れることはない。

　この店主も大量に出せる糸を用い、古い服を繕って再生することによって日々の糧を得ている。本人曰く機織りや意匠を考えるのは肌に合わなかったとのことで、修繕だけを業としており、この辺りでは〝長持ちする〟として一等人気のある古着屋なのだ。

「私達の糸は罠や寝床よりも命綱なんですのよ。出せるには出せる、くらいですわね」

「ふぅん、不便ねぇ。糸を出すだけでもお金になるし、蜘蛛人はどんな種族でも食いっぱぐれないと思っていたけれど」

　細い脚と比べると膨らんだ斑模様の胴体に乗った、物憂げで影のある中年女性の顔は単に意外そうな表情を作っていた。似た形でもこれだけ生態が違うのかと、個人が得られる情報に限りがある世界では当然の驚きに浸っているのだ。

「二つ脚の方々よりは楽に稼げていますことよ……それより店主様、これはお幾らかしら？」

「貴女には少し大きくないかしら？　まぁ、それでもいいなら一五リブラだけど」

「……ちょっと阿漕ではなくって？」

　マルギットが箱から引っ張り出したのは、羊毛製の分厚い上衣だった。矮人種あたりが着ていたのか、大人向けの意匠なれど小さな彼女にも合う身丈で、少し手直しすれば快適に着られそうな冬の装い。

「造りがいいわよぉ、それ。特に羊毛の服は寒がりさん達に人気だし、すぐ売れちゃうかも」

「んー……快適さは外せませんけど、やっぱりお洒落もしたいですわねぇ……」

　頭の中で算盤を弾き、銀貨一五枚の価値はないかとマルギットは服を箱に戻した。暖かそうではあったが、彼女の感性からするとあまりに地味だったのだ。

　蠅捕蜘蛛種の蜘蛛人は衣擦れを嫌い、露出度の高い服を好む。マルギットも母親同様に肩や袖を出している服が肌に合っているため、普通の人類種が着ているような服は違和感が強く出る。

　しかし、冬への備えは急務だった。彼女は春に故郷を出てきたので、旅に大荷物を抱えず済むように春物と夏物だけの服、それ以外は夜の寒さを防ぐ外套と狩装束しか持ち込んでいない。

　マルスハイムは西方なので立地的に大雪に悩まされることはなかろうが、冬は蜘蛛人の関節を軋ませるのに十分な寒さにはなるだろう。となると、暖かな服は必須となる。

　なので、冬物の争奪戦が始まる前に買いに出てきたのであるが、やはり彼女の感性に響くような一品は中々見つからなかった。

　女の子なのだ。暖かければそれでいい訳がない。可愛くて、それでいて趣味にあって、暖かい服……と沢山の注文を付けながら、小さな手が服の海を泳ぎ回った。

「うーん……どんなのが欲しいのぉ？」

「そうですわね、平服なので動きやすさとか衣擦れにはそこまで注文はつけませんけど、できれば肌への密着が弱いか、逆に強いか。ぶかぶかなのは勿論嫌ですし……」

「なら、重ね着するのがいいかしら」

　言って店主は奥へふらっと消えたかと思うと、在庫から一つの商品を引っ張り出してきた。

「下は薄着して、分厚いのを羽織ればいいのよ。どうせ薄着した姿なんて、いいヒトにしか見せたくないんだし」

　そういって彼女が取りだしてきたのは、古着屋には似つかわしくないとさえ言える立派な毛皮だった。微かな灰色を帯びた白い毛皮は狼のそれであろうか。羽織ってよし、着込んで良しと袖を長く取った外套は不思議とマルギットの背丈に合っていた。

　恐らく彼女が綺麗に洗髪をし髪油まで塗っている上、服も洗濯された綺麗な物を着ているため金は持っていると見込んで、店先に並べない品物を持って来たのだろう。

「また豪勢ですわね……群狼の毛皮、でも若い個体ですわね」

　狩人であるマルギットが目を眇めて品を定めれば、どんな獣から剥がれたかは容易く分かる。帝国に多数生息している群れを作る狼の毛皮で、毛色からして北方で狩られた個体だろう。南方の狼たちは雪の少なさに合わせて、もう少し色が濃い毛皮を纏っているのだ。

「ええ、元々は貴族の子供が着てたのが質で流れてきてねぇ。かといって、こんな大きさの子供向け外套、この辺の人達には絶対売れないから、バラして防寒具の裏起毛にでもしようかと思ってたのよ」

　貴族も古くなった服は捨てるのではなく売るし、貧乏貴族ならば古着屋も使う。地下の民ではなく、貴族専門に上等な服を扱う古着屋もいるのだ。

　そういった繋がりの中を何年も何年も流れ、そして余った品が地下へ放流され、大幅に遅れて貴族の流行が一般にも取り入れられることがあった。

　これもそんな流れに乗った被服の一つで、あまりの特異さに中々売れなかったのだろう。

　子供に毛皮は大仰過ぎる。余所の土地ではともかく、帝国では大人の装いなので子供に着させるには向いていないし、かと言って小型人類の大人には〝格〟が足りない。

　態々毛皮なんぞを着る層は、毛皮が持つ〝経歴〟も装飾として纏っている節がある。どこそこでどれだけの被害をもたらしたとか、高名な狩人が傷も付けず仕留めたとか、そんな箔も欲しくなってくるのだ。

　その点、この外套の毛皮は特に由来もなさそうだし、また毛色が些か中途半端だ。希少な純白、または狼の物だと一目で分かる毛並みなら大人の貴族にも似合ったろう。

　こんな代物を有り難がるのは、帝都で一人だけ人生の芸風が違う変態くらいだ。

「うーん……お幾ら？」

「一ドラクマ」

「暴利ですわね。精々二五リブラってところでしょう」

「馬鹿言っちゃいけないわぁお嬢さん、見てよこの縫製、丁寧に着たら一〇年でも二〇年でも手入れなしでいけるわよ」

「なめしが甘いんですわよ。あと、上手いこと縫い目に隠そうとしてますけれど、狩った漁師は下手くそですわね。矢傷が三つも四つもあって不格好なこと。半矢した上で、更にコレなんてねぇ」

　ぐぬ、と店主は歯がみした。マルギットの言うとおりだからだ。

　貴族といっても、あまり格の高くない外様の貴族だったのだろう。地元の風習なのか知らないが、子供に毛皮を与えて〝不適切〟だと笑われ質に流したという経歴を店主は知っていた。

　それにぱっと見は豪勢だが、お世辞にも高品質とは言い難い。猟師が仕留め損ねてついた半矢の傷を仕立屋が上手いこと隠しているが、自らの手で何頭も狼を狩った狩人の目を誤魔化しきれるものではない。

「……七〇」

「いえ、出せて四〇。それ以上なら、まぁ外套の裏地に生まれ変わるのが似合いですわね」

　様々な葛藤が店主の頭を駆け抜けたが、直しの手間、このまま売れる可能性、仕入れ値──自分も散々文句を付けて値下げさせていた――を考慮し、マルギットの付けた価格で手放すことに決めた。

「ったく、狩人相手はやりづらいわ。特に毛皮ともなるとねぇ」

「他にも色々買いますので、それで勘弁してくださいまし。そうねぇ……あっ、ああいったのはなくって？　私の体に合う大きさで」

　持っていけ泥棒とばかりに首を竦めた店主に対し、マルギットは詫びのつもりか別の服を指さした。

　しかし、返ってくるのはなんとも形容しがたい渋面である。

「……アレ着たいの？」

「何かおかしくって？」

　マルギットが指を差したのは、黒く染めた鞣し革の服だった。それも腹や肩、首を思い切り露出した、とある金髪に言わせれば〝サキュバスのコスプレかな？〟と酷評されそうな物。

　実際、ちょっと特殊なお店から流れてきた古着で、押しつけられた時は店主も「いや、どうすんのさコレ」と感想を溢したという。

　だが、種族によって感性はそれぞれだ。ヒト種がゴテゴテ宝石を纏うのを笑う種族もいれば、裸同然の格好が正装って頭おかしいんじゃねぇのと言われる亜人種もいる。

　そこに「それ着て隣歩いたら、男が性的倒錯者扱いされないかい？」との評価を差し挟むのは無粋であろう。

「ちょっとないかなぁ……」

「そう、残念。でも、手直しすれば何とかなるかもしれませんわね。一〇リブラで譲ってくれるならよくってよ？」

　店主は渋い顔を更に渋くしたが、どうせ大した値段は付かない特殊な品なので、それでも良いかと首を縦に振った。

　将来、それを着て隣に並ばれるであろう男に黙祷を捧げながら…………。




【Tips】お洒落は種族で千差万別。ヒト種では普通の格好も、余所に行けば笑われることもある。
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